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あらまし：愛着理論で重要な Secure Base と情動知能の下位尺度との相関，および Secure base と内発的

動機の下記尺度との相関を，質問紙により分析した．その結果，Secure Base により形成される「安心さ」

は，情動知能の下位尺度である「自己の情動評価」「情動の調整」「情動の利用」の３つと，また，内発的

動機づけの下位尺度である「自己決定感」との正の相関があることがわかった．また，全く違う視点でつ

くられている SOC（首尾一貫感覚）とも正の相関があることがわかった． 
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1. はじめに 

自律的学習者を育てる上で Social and Emotional 

Learning (SEL)(1)が重要になるのではないかと考えて

いる． 2020 年度の JSiSE の全国大会において，SEL

にとって，信頼と内省と意味が重要になるというモ

デルを提唱した(2)．このモデルでは，Bowlby が提唱

する愛着理論(3)の Secure Base が，信頼，内省，意味

に関連して形成または補強されると考えた（図１）．

そして Secure Base の形成度合は，学習者の中にある

「安心」の度合として測定できるのではないかと考

え，現在，この安心の度合を測定するため，質問紙

とウェアラブル・センサー等による心拍変動の分析

を行っている．本発表では，愛着理論に基づく愛着

スタイルの質問紙から「安心」の度合を計算し，そ

れが，SEL で修得されると考えられる社会情動スキ

ル（Social and Emotional Skills）と関係する情動知能
(4)の指標との関係性を分析する．また，最終的には

SEL を通して自律的学習者の育成を目指すことを目

的としているので，自律的学習者に重要な，内発的

動機づけとの関係性も分析する． 

 

 
 

図１ 内省，信頼，意味と Secure Base の関係 

2. 測定方法 

被験者 10 名にお願いし，愛着スタイル(5)，情動知

能（J-WLEIS）(6)，内発的動機づけ（自己決定とコン

ビテンスに関する大学生用尺度）(7)，および SOC（首

尾一貫感覚）(8)の質問紙に回答してもらい，同時に心

拍計をつけたウェアラブル・センサー，および動画

から心拍数をカウントするシステムによる心拍変動

の計測を 40 分程度行った．被験者は大学生 4 名（年

齢：20 代前後），社会人 6 名（年齢：30 代～50 代）

で，全員女性であった．測定は 2021 年 2 月に大学の

１室において 2 人ずつ，感染対策を施した上で行っ

た．本発表では，このうち質問紙部分の分析結果を

報告する． 

愛着スタイルは，安定型，不安型，回避型，未解

決型の４つの型に分類され，それぞれの型の得点の

どこが多いかで判定される．ここで，安定型は愛着

システムがバランスよく機能して対人関係において

絆が安定している，不安型は人に受け入れられるか

どうかが最大の関心事なので相手に合わせて行動す

ることが多くなる，回避型は親密な人間関係が重荷

になり一定の距離を置こうとする．未解決型は過去

に受けた愛着の傷を生々しくひきずっている．ここ

で安定以外の型は安心感が欠如している結果と考え

られので，今回，安定型の得点から他の３つの型の

得点を引いたものを，その人が持つ「安心」の度合

（安心さ）と定義した．この安心さと，情動知能，

内発的動機づけ、および SOC（首尾一貫感覚）の下

位尺度の間に相関があるかどうかを分析した． 

今回測定した情動知能の指標（J-WLEIS）には，情

動の調節，自己の情動評価，情動の利用，他者の情

動評価の４つの下位尺度がある．「情動の調節」は自

分の気持ちがコントロールできているか，「自己の情

動評価」は自分の気持ちが理解できているか，「情動

の利用」は，自分を励ましたり，やる気を高めるこ

とができているか，「他者の情動評価」は他者の気持

ちが理解できているか，に関係する尺度である． 
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また内発的動機づけの下位尺度としては，有能感，

有能欲求，自己決定感，自己決定欲求の４つである．

参考文献(7)によると，有能感と自己決定感は自尊感

情や自我同一性と正の相関がある． 

SOC に関しては 13 項目で 7 件法の調査紙を利用

した．今回，SOCの下位尺度としては，把握可能感，

処理可能感，有意味感の３つである． 

 

3. 分析結果 

愛着スタイルから算出した「安心さ」と情動知能

の下位尺度との相関をとったのが，表１である． 

 

表１ 安心さと情動知能の下位尺度の相関 

（N=10） 

 相関係数 

情動の調節  0.657* 

自己の情動評価  0.688* 

情動の利用   0.777** 

他者の情動評価 0.386 

*p<0.05,  ** p<0.01 

 

次に，「安心さ」と内発的動機づけの下位尺度との相

関を示したのが，表２である． 

 

表２ 安心さと内発的動機づけの下位尺度の相関 

（N=10） 

 相関係数 

有能感   0.437 

有能欲求  -0.223 

自己決定感     0.805** 

自己決定欲求   0.244 

     **p<0.01 

 

愛着スタイルから計算した「安心さ」を Secure Base

の形成度合として使うのは今回が初めてである．今

までは，SOC（首尾一貫感覚）で代用をしていた．

首尾一貫感覚は，健康になる要因分析から割り出さ

れたものであるが，これから Secure Base の形成度合

がわかるのではないかと考えていた．今回，愛着ス

タイルから「安心さ」を計算したので，安心さと SOC

の相関を分析したものが表３である． 

 

表３ 安心さと SOC（とその下位尺度）の相関 

（N=10） 

 相関係数 

SOC全体  0.751* 

把握可能感  0.725* 

処理可能感 0.591 

有意味感   0.819** 

  *p<0.05,  ** p<0.01 

 

4. まとめと考察 

図１に示すモデルの Secure Base 形成の度合を測

定するための指標として，愛着スタイルの 4 つの型

の得点を使って， 

 

安心さ = 安定型の得点－不安型の得点－ 

回避型の得点－未解決型の得点 

 

という式により計算する安心さの指標を考えた． 

この安心さの指標が適切かどうかを調べるため，

情動知能，内発的動機づけ，SOCの各指標と安心さ

との間の相関をとったところ，それぞれの下位尺度

に統計的有意に相関があるものがあった． 

情動知能では，他者の感情評価を除く３つの下位

尺度との間に正の相関が確認された．また，内発的

動機づけにおいても，自己決定感との間に正の相関

が確認された． 

首尾一貫感覚（SOC）は，愛着スタイルとはまっ

たく違う観点からつくられた指標であるが，SOC の

全体とも，下位尺度の把握可能感，有意味感とも正

の相関があり，このことは，共通の要素があること

を示唆している．そこで，この共通の要素として「安

心さ」があるのではないかという仮説をたてている． 

 いくつかの活動によって，SOCが向上することは

すでに確認している(9)ので，今後は，図１を実証的に

確認するため，「安心さ」の指標を使い，内省，信頼，

意味に関する活動により，安心さが変化するかどう

かを検証していく． 

 また，「はじめに」に述べたように「安心さ」を測

定するのに，心拍変動という生理的指標を使う研究

も行っているので，質問紙による指標との関連性も

今後調べていく予定である． 
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